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OECD 
APEC 

ITU 

国連専門機関 

国連経済社
会理事会 

世界経済
フォーラム
(WEF) 

中国・韓国
政府 

ASEAN 

国際CIO 

学会 

UNESCO 

EU／欧州高
齢者協会 

シルバー・エコノミー・プロジェクト共同
議長（2011～）事例実証研究 

APEC基金「ICT高齢社会応用プロ
ジェクト」共同委員長 
（2012～）14か国参加 

事務総長アカデミア連携
特別代表（2011～） 
世界６０大学参加 

MDG生活弱者支援専門
家会議委員 
（2012～） 
＊専門家グループ20名 

未来政府カウンシル委員 
（高齢社会での政府の役割） 
（2010～）委員15名 

－中国政府国務院参事室 
－韓国大統領府未来企画委員会 
日中韓高齢社会対策会議共同議長（2012～） 
※第１回会議を北京で実施 

－シンガポール政府情報通信庁 
「日ASEAN高齢社会ICTアプリケーシ
ョン」共同研究委員長 
（2011～） 
－タイ政府情報通信省「高齢社会で
の電子政府の役割」 
共同研究委員長（2012～） 
－インドネシア・バンドン工科大学「
デジタル・スマート・シティ」共同研究
委員長（2011～） 

 “シルバー・イノベー
ション”研究会長、世
界14大学参加 

大学防災教育プロジェクト
委員長 
（2004～）※災害被害者の
7割高齢者 

日ＥＵシルバーＩＣＴ政策フォーラム  
－イタリア・ボッコニー大学 
日伊「e-ヘルス」共同研究委員長（
2011～） 

早稲田大学小尾研究室 
世界とのネットワーク 

国際共同プロジェクト提携先 
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出典 早稲田大学電子政府・自治体研究所 



国際ICT超高齢社会－日本の成功事例を世界モデルに 
11月20－21日 国連ITU-タイ政府－電子政府国際会議（バンコク） 
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ＯＥＣＤ－ＡＰＥＣ－早稲田大学 シルバーＩＣＴ国際会議  
於 早稲田大学 ２０１２年９月（４００人参加）  
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フォローアップ会議 
①APEC会議（ハワイ） 
 2013年9月16－18日 
②日ＥＵ政策フォーラム（ブラッセル） 
 2013年12月3日 
 



日EU Silver ICT政策フォーラム 
2013年12月3日 ブリッセル 

日本側/22名 

総務省、経産省、早稲田大学、東京大学、日立、トヨタ、NEC、
KDDI、老テク研究会、ATR、NICTなど 

EU側/25名 

European Commission  Information Society,  ECH Alliance, 
ALL Project, Robot ERA and Universities 

テーマ 

EU Horizon 2020 and collaboration between Japan EU on 
Silver ICT 

共同議長 

日本-早稲田大学教授小尾敏夫（スマートプラチナ社会推進会議
座長代理） 

EU-EU通信ネットワーク・コンテンツ・技術総局Ｈ局ティマーズ局長 

挨拶 

総務省情報流通行政局情報流通高度化推進室室長 田邉光男 
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Call 5: 49.4 € 
Home Care 

Call 3: 53 M €  
Self-Serve Society 

Innovation For Our Future. 
~ 150 プロジェクトに財政支援  欧州高齢者支援事業 
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Call 2: 59 M € Social Interaction 

Call 4: 52 M € Mobility 

Call 1: 57 M €: Chronic 
Conditions 

Call 6:pending of reconfigurations 

Occupation in Life 



WHOグローバルフォーラム 
 高齢者のためのイノベーション 

日時：2013年12月10日(火)～12日（木） 

場所：神戸国際会議場小尾の基調講演 

テーマ：ICT Innovation for Aging Society 

• 情報社会と高齢社会の融合 

• 日本の超高齢社会の教訓と世界貢献 

• 総務省会議活動の紹介 

• ケーススタディー”災害と高齢者” 
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http://www.asahi.com/special/10005/TKY201103140248.html 

ICT for Disaster Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ 
災害と高齢者 
3.11 Tsunami/Earthquake (East Japan)  
Role of ICT for  disaster Reduction in Aging people  
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早稲田大学「超高齢社会と情報社会の融合」講座 

今年で３年目：全学生対象で今年は１６０人受講中－関心が高い 

2012年度のカリキュラム   
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年 月 日   講師 

2012 9 28 オリエンテーション（総論と問題提起） 早稲田大学大学院アジア太平洋研究科教授 小尾敏夫 

  10 5 超高齢社会の問題と課題 国立社会保障・人口問題研究所室長 小島克久 

    12 高齢社会問題の実態 三菱総研三菱総合研究所人間・生活研究本部ヒューマン・ケアグループ主席研究員 吉池由美子 

    19 地域社会への弱者対応最先端技術活用 総務省情報通信国際戦略局参事官 山田真貴子 

    26 中国の高齢社会問題 北京大学ヤン・フェン・ツウェン教授 

  11 9 超高齢社会とモビリティ 国土交通省 総合政策局公共交通政策部 交通計画課課長 水嶋智 

    16 超高齢社会地域の活性化 東京大学高齢社会総合研究機構特任研究員 井堀幹夫 

    23 シルバーICTイノべーション 早稲田大学電子政府・自治体研究所准教授 岩崎尚子 

    30 少子高齢化－日本の課題と成長戦略 参議院議員 猪口邦子（前少子化担当大臣） 

  12 7 鉄道会社の新ビジネスモデル ＪＲ東日本技術企画部執行役員部長 荒井稔 

    14 超高齢社会に向けた新しい公共社会サービス ＪＲ東日本サービス品質改革部次長 利根川康朗 

    21 世界一の長寿社会は日本の最先端医療から 国際医療福祉大学学長 北島政樹 

2013 1 11 超高齢社会時代の都市交通 交通問題評論家 亘理章 

    18 3人に一人が高齢者の時代は目前 早稲田大学大学院アジア太平洋研究科教授 小尾敏夫 

    25   学生発表 



世界の関心は日本の超高齢社会対策 

日本のベスト・プラクティスに学べ 

モデル地区のネットワーク 

欧米アと国際連携 

グローバル・スタンダードの確立 

2020年の新世界 

ロードマップ構築の必要性 

「超高齢社会」産業の育成 

官民協調の成長戦略 

総合的アプローチの徹底推進 

ICT  X  異業種 
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